










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































です でした でしたら でして でしょう だろう
一だ ㎜ … ｝ 一 ｝ ㎜
だった △ X ? × ○ △　R
ではない △ X × × ○ O　R
ではなかった △ X ? ? ? O　R
一である X × × × ? △　R
ではない △ X ? X ○ O　R
であった X × × ? ○ △　R
ではなかった △ × × ? ○ O　R
一です ㎜ ｝ 一 一 一 …
でした × 一 X × ○ ×　R
ではありません △ ○ ○ ○
?
×
一まず △ × × × ○ ×
ません △ ○ ○ ○
? X
ました △ × × ×
?
×
一であります X × ? × ○ ×
でありました × ? × × ○ ×
一でございます △ × × × ○ ×
ではございません △ ○ ○ ○ ○ ×
一行く ? ? × × ○ ○
行かない △ × × × ○ O　R
行った ? ? × × ○ O　R
行かなかった △ × X × ○ O　R
一寒い ○ △ X × ○ O　R
寒くない ○ △ X X ? O　R
寒かった ○ △ × ?
?
O　R
寒くなかった ○ △ × × ○ O　R



























































































































































































































































































































































































































































































































社会入（女） 大学生　（女／男） 社会入（女） 大学劇女／男）
16人こ％339人［％］（21／18） 16人［％339人［％］（21／18）
① 一［0］ 10［263（5／5）⑭ 15［94］38〔973（21／17）




⑤ 一［0］ 4〔103（2／2＞⑱ 一［0］ 1［33（1／一）
⑥ 13［8月24［62］（14／10）⑲ 6〔38］21［54］（13／9）
⑦ 16薮100337［95］（21／16）⑳ 10〔62330［77］（18／12）
⑧ 5［31］19［49］（10／9）⑳ 1［6］ 2［5］（1／1）


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ロ　　　く 書かれる お書きになる （おかきあそばす）
受　け　る 受けられる お受けになる （お受けあそばす）
第1の「れる」「られる」の梨は，受け身の書い方とまぎらわしい欠点はあるが，すべて
一！41一
の動詞に規則的につき，かつ簡単であるので，むしろ将来性があると認められる。
　第2の「お一一になる」の型を「お　　になられる」という必要はない。
　第3の型は，いわゆるあそばせことばであって，これからの平明・簡素な敬語としては，
おいおいにすたれる形であろう。
7．形容詞と「ですu
　　これまで久しく問題となっていた形答詞の結び二一たとえば，「大きいです」「小さ
　いです」などは，平明・簡素な形として認めてよい。
8．あいさつ語
　　あいさつ語は，慣用語句として，きまった形のままでよい。たとえば，
　　　　　おはよう。　　　　　　　　　　おやすみ。
　　　　　おはようございます。　　　　　　おやすみなさい。
　　　　　讐護：　　暖勤翫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いってらっしゃい。
9．学・校　溺　語
　　①幼稚園から小・巾・高校1こ盃るまで，一般に女の先生のことばに，「お」を使いす
　　　ぎる傾向があるから，その点，注意すべきであろう。たとえば，
　　　　（お）教室　　　（お）チョーク　　　（お〉つくえ
　　　　（お）こしかけ　　（お）家事
　　②先生と生徒との対話にも，枳互に「です・ますj体を源期とすることが豊ましい。
　　　付記　このことは，親愛体としての「だ」調の使溺をさまたげるものではない。
　　③戦前，父母・先生に対する敬語がすべて「おっしゃったu「お一になった」の式
　　　であったのは少し行きすぎの感があった。戦後，反動的にすべて「言った」「何々し
　　　た」の式で通すのもまた少し行きすぎであろう。その申庸を得たいものである。た
　　　とえば「きた」でなく「こられた」「みえた」など。
10．新聞・ラジオの用語
　　新聞・ラジオの用語として，いちばん闘題になるのは，敬称のつけ方である。
　　それ，について．
　　①一般に文章，周語がやさしくなり，それにしたがって敬称も「さん」が多く使わ
　　　れる傾向があるのは妥嘉である。
一　142　一
　　②政治的記事における「氏」の層法も妥当であるが，一蘇1祉会的記事において「翁・
　　　女史・くん・ちゃん」そのほかの敬称・愛称を，その時，その場，その人，その事
　　　による文体土の必要に応じて用いることは認めざるを得ない。
　　③犯罪容疑者に関する報道でも，荊が確定するまでは敬称をつけるのが理想的であ
　　　るが，たとえば現行麗またはそれに準ずるものなどで，社会感情の許さないような
　　　場合に，遷宜，これを省略することがあるのもやむを得ないと認められる。
　　④次のような場合には敬称をつけないでよい。
　　　　　山荘アパート（責任者　甲野乙雄）
ll．窺　室　用　語
　　これまで，脳室に関する敬語として，特別にむずかしい漢語が多く使われてきたが，
　これからは，普通のことばの範囲内で鮫上級の敬語を使うということに，昭和22年8月，
　顯時の筥挙挙燭と報道関心との間に棊本的了解が成り立っていた。その具体的な用例は，
　たとえば，
　　「王体・聖体」は　「おからだ」
　　「天顔・龍顔」は「お顔」
　　ヂ宝算・聖踏」は「お年・ご年齢」
　　　　　　　　しんきん　　い　し　　「叡慮・璽撮・併託・誌旨」は「おぼしめし・お考え」
　などの類である。その後，臨会醗式における「勅語」はfおことば」となり，ご自称の
　「朕」は「わたくし」となったが，これをA，　IIIの報道上の用1夢唾について見ても，すでに第
　6項で述べた「れる・られる1の型または「お　　になる」「ご　　になる」の璽をとつ
　て，平明・簡素なこれからの敬語の自糠を示している。
12．む　す　び
　　一魂斐に，祉会人としての対話は，相互に対等で，しかも敬意を含むべきである。
　　この点で，たとえば，公衆と公務員との閥，または各種の職場における職員相亙の醐
　のことばづかいなども，すべて「です・ます」体を基調とした，やさしい，ていねいな
　形でありたい。
　　戦後，窓1’11のことばや警察職員のことばづかいなどが，すでにこの線に沿って実践さ
　れているが，これからも，いっそうその傾向が普及化することが塑ましい。
一143一
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